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お知らせ 

②インターネットを活用した遠隔授業の実施 

前学期に引き続き、一部の授業はインターネットを活用した遠隔授業に取り組んでいます。 

＜遠隔授業実施の際の主な配慮事項＞ 

1. 学生のネットワーク環境が個々に異なることを鑑みて、e-Learning 教育での教材（動画や配付資料など）の 

閲覧や課題の締め切りなどに十分な期間を設けるなどの配慮を行っています。 

2. 双方向配信型授業については、当日通信の断絶等により参加できない場合でもすぐさま欠席とせずに、 

後日録画した様子を確認できるようにするなどの配慮を行っています。 

3. 学生の印刷負担を考慮し、課題等の提出や配付資料の印刷指示などを可能な限り避ける配慮を行っています。 

①感染予防策を徹底した対面授業の実施 

感染予防策を徹底し、対面授業の実施に取り組んでいます。 

 
 

③感染予防策に関する有識者との鼎談の開催 

村上啓雄名誉教授（一般社団法人ぎふ綜合健診センター所長、岐阜県新型コロナウイルス 

感染症対策調整本部座長）と森脇学長及び福井副学長との鼎談を行い、本学が取り組む 

感染予防策について助言をいただきました。                            

ご報告 

＜主な感染予防策＞ 

1. キャンパスの密集を避けるため、各学部・研究科として登校する

学生数や教室の充足率を 60％程度までに抑制しています。 

2. マスク着用や手指消毒、換気を徹底しています。 

3. 教室内の着席位置と着席者を記録しています。 

4. 通学バスの密集状態を避けるため、路線バスを増便しています。 

 
鼎談の様子 

（岐阜大学公式 HP） 

岐阜大学広報誌 

岐大のいぶき№40 発行のお知らせ 

岐阜大学基金への寄附状況 

（令和 2 年 4 月～12 月 15 日現在） 

寄附受付件数      2,146 件 

寄附受付金額   75,012,314 円 

皆様からのご支援に心よりお礼申し上げます。 

岐阜大学基金は、新型コロナウイルス感染症緊急学生支援

事業をはじめ、岐阜大学基金で行っている支援事業へ有効に

活用させていただいております。支援状況につきましては、

次ページをご覧ください。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇お問い合わせ先 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

岐阜大学 Development Office             

 〒501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1            岐阜大学基金の詳細はホームページをご覧ください。 

  TEL：058-293-3276 FAX：058-293-3279         https://www.gifu-u.ac.jp/fund/ 

Mail：kikin@gifu-u.ac.jp         

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

R2 年度 岐阜大学基金支援状況について 

1.令和２年度岐阜大学基金事業実施状況   （令和 2 年 12 月現在） 
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５月以降、たくさんの皆様より基金への御協力をいただいて

おりますが、１２月以降の第３波の到来やインフルエンザとの

同時流行が心配される中で、必要な財源は不足しております。 

 既にご寄附いただきました皆様には厚くお礼申し上げますと

ともに、重ね重ねの御協力の依頼となり恐縮ですが、コロナ禍

による経済的困窮で修学に困難を来している学生の支援に対し

まして、基金への一層の支援を賜りますよう、重ねてお願い申

し上げます。 

 

 

生活支援金として、2,327 名 6,981 万円 

を学生に給付。また、e-learning 環境 

構築費として、14 名 140 万円を貸与。 

・応援奨学生（優秀な学生への奨学金）として、 

25 名 1,040 万円を支援。                

・国際交流支援事業として、6 名へ奨学金 215 万円を支援。 

新型コロナウイルス感染症緊急学生支援事業 

・岐阜大学事業奨励奨学基金             

… 事務系職員の研修実施費用として 40 万円を支出。 

・外国人留学生支援事業                    

… 外国人留学生に対する支援として 15 万円を貸与。 

・バロー・V ドラッグ海外派遣研修奨学金助成事業 

 … 大学院生 1 名に 72 万円を支援。 

・武藤昭三記念奨学基金         

… 留学生 5 名へ奨学金 180 万円を支給。 

・創立 70 周年記念アピ奨学金助成事業                                     

… 将来「ものづくり」にかかわる業務に従事することを志す優秀な学生 4 名へ奨学金 160 万円を支給。 

7.12 

1.255 

0.055

2. 令和２年度岐阜大学基金受付金額及び内訳  （令和 2 年 12 月現在） 

0.412 

千万円 

千万円 

千万円 

千万円 

＊ 新型コロナウイルス感染症の影響により、一部事業を保留しています。 


